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（仮称）我孫子市湖北消防署庁舎等新築本体工事に係る総合評価方式入

札実施要領 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、本市が発注する（仮称）我孫子市湖北消防署庁舎等新築

本体工事に係る簡易型（施工上の具体的課題に対する施工計画の作成及び技

術提案、施工実績等の技術的能力並びに入札価格を総合的に評価するものを

いう。）の総合評価方式による入札（地方自治法施行令（昭和２２年政令第

１６号。以下「令」という。）第１６７条の１０の２第１項及び第２項の規

定により価格その他の条件が本市にとって最も有利な内容をもって申込み

をした者を落札者とする方式により行う一般競争入札をいう。以下「総合評

価方式入札」という。）の実施に関し必要な事項を定めるものとする。 

（対象工事） 

第２条 この要領に基づき実施する総合評価方式入札の対象となる工事（以下

「対象工事」という。）は、（仮称）湖北消防署庁舎、総合訓練施設及び自

家給油施設（以下「庁舎等」という。）並びに庁舎等の附帯設備（電気設備

工事を除く。）に係る建設工事とする。 

（参加資格要件） 

第３条 対象工事の総合評価方式入札に参加する者の資格要件は、次の各号の

いずれにも該当することとする。 

（１） 発注工種について我孫子市競争入札参加資格審査に関する規程（平

成１１年告示第２号）第３条第２項の入札参加資格者名簿に登録があ

ること。 

（２） 令第１６７条の４第１項の規定による制限を受ける者でないこと及

び同条第２項の規定により現に資格停止の処分を受けていないこと。 

（３） 第６条第２項に規定する公告の日から落札者決定の日までの間にお

いて、我孫子市建設工事等請負業者指名停止要綱（平成１５年訓令第

８号）第２条第１項の規定による指名停止措置を受けていないこと及

び我孫子市入札契約に係る暴力団対策措置要綱（平成２７年告示第８

４号）第４条第１項に規定する措置要件該当者であると認められた者



 

でないこと。 

（４） 対象工事に適正な技術者を配置できること。 

（５） 入札日前６月以内に手形又は小切手の不渡りがないこと及び手形交

換所による取引停止処分を受けた者にあっては、当該処分の日から２

年を経過していること。 

（６） 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７条の規定による更

生手続開始の申立てに係る株式会社にあっては、同法第４１条第１項

の規定による更生手続開始の決定がなされていること。 

（７） 民事再生法（平成１１年法律第２２５号）第２１条の規定による再

生手続開始の申立てに係る債務者にあっては、同法第３３条第１項の

規定による再生手続開始の決定がなされていること。 

（８） 役員等（参加者が個人である場合にはその者その他経営に実質的に

関与している者をいい、参加者が法人である場合には当該法人の役員、

その支店又は常時建設工事の請負契約を締結する事務所の代表者そ

の他経営に実質的に関与している者をいう。）が暴力団員による不当

な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第６号

に規定する暴力団員又は暴力団員でなくなった日から５年を経過し

ない者でないこと。 

（９） 第６条第２項に規定する公告の日前１年以内に市発注の工事の成績 

について通知を受けた者にあっては、当該工事の成績に６０点未満の

ものがないこと。 

（10） その他市長が必要があると認める事項 

（落札者決定基準等） 

第４条 この要領に基づき実施する総合評価方式入札の落札者決定基準（令第

１６７条の１０の２第３項の規定により定めるものをいう。以下同じ。）は、

評価基準、評価の方法その他の基準をその内容とする。 

２ 市長は、前項に規定する落札者決定基準を定めようとするときは、あらか

じめ我孫子市（仮称）湖北消防署庁舎等建設工事技術審査会（我孫子市（仮

称）湖北消防署庁舎等建設工事技術審査会設置要綱（令和５年告示第１５７

号）第１条の規定により設置されたものをいう。以下「技術審査会」という。）



 

で審査し、２人以上の学識経験を有する者（他の工事の発注者の立場での実

務経験を有している者等を含む。以下「学識経験者」という。）に意見を聴

かなければならない。 

３ 市長は、前項に規定する学識経験者の意見の聴取において、併せて当該落

札者決定基準に基づいて落札者を決定しようとするときに改めて意見を聴

く必要があるかどうかについて意見を聴くものとし、改めて意見を聴く必要

があるとの意見が述べられた場合には、当該落札者を決定しようとするとき

に、あらかじめ学識経験者の意見を聴かなければならない。 

（評価基準） 

第５条 前条第１項の評価基準は、次のとおり定めるものとする。 

（１） 評価項目は、工事の目的及び内容により必要となる技術的要件等に

応じ設定するものとする。 

（２） 各評価項目に対する評価点配分は、その必要度又は重要度に応じて

定めるものとする。 

（３） 評価項目の評価点は、評価項目ごとに求めるものとする。この場合

において、小数点以下４位があるときは、これを切り捨て、小数点以

下３位まで算出するものとする。 

（４） 加算点は、評価項目ごとの評価点の合計を換算した得点とする。 

２ 市長は、最低基準点を設定するものとする。 

（入札公告） 

第６条 対象工事に係る請負契約を締結しようとする場合における令第１６７

条の６第１項の入札について必要な事項は、次のとおりとする。 

（１） 入札参加資格の審査の申請時に提出が必要な書類の内容及び提出期 

間 

（２） 評価資料の提出時に提出が必要な書類の内容及び提出期間 

（３） 入札書の提出時に提出が必要な書類の内容及び提出期間 

（４） 前３号に掲げるもののほか、市長が必要があると認める事項 

２ 令第１６７条の６第１項及び我孫子市財務規則（昭和６２年規則第９号。

以下「規則」という。）第１２５条第１項の規定による公告をしたときは、

我孫子市ホームページにその内容を掲載する。 



 

（入札参加資格審査の申請） 

第７条 この要領に基づき実施する総合評価方式入札に参加しようとする者

（以下「入札者」という。）は、入札参加資格の審査のため、総合評価方式

入札参加資格審査申請書兼誓約書（様式第１号。以下「申請書兼誓約書」と

いう。）に次に掲げる書類を添付し、電子入札システムの方法により市長に

提出しなければならない。 

（１） 建設業の許可証明書又は許可通知書の写し 

（２） 最新の経営事項審査結果通知書の写し 

（３） 配置予定技術者の資格者証の写し及び直接的かつ恒常的な雇用を証

明できる書類の写し 

（４） 入札参加資格に必要な工事実績を証明する書類（契約書等の写し又

は工事実績情報システム（ＣＯＲＩＮＳ）の工事カルテの写し） 

２ 前項の規定により提出された申請書兼誓約書及び添付書類（以下「申請書

等」という。）は、返却しない。 

３ 申請書等の作成及び提出に要する費用は、入札者の負担とする。 

（入札参加資格の審査） 

第８条 前条の規定による申請があったときは、発注主管課長が我孫子市建設

工事等入札及び契約制度検討委員会（我孫子市建設工事等入札及び契約制度

検討委員会設置要綱（平成５年訓令第１５号）第１条の規定により設置され

たものをいう。）の意見を聴いて審査を行い、その結果を我孫子市入札等審

査会（我孫子市入札等審査会規程（昭和５３年訓令甲第５号）第２条の規定

により設置されたものをいう。）に報告するものとする。 

２ 市長は、前項に規定する入札参加資格の審査において、入札参加資格がな

いと認める入札者があった場合は、電子入札システムにより遅滞なく当該入

札者に通知する。 

３ 前項の規定による通知を受けた入札者は、同項の通知を受けた日の翌日か

ら起算して５日（我孫子市の休日に関する条例（平成元年条例第２１号）第

１条第１項に規定する市の休日を除く。第１０条第３項及び第１８条におい

て同じ。）以内に、市長に対し、入札参加資格がないとした理由について説

明を求めることができる。 



 

（評価資料の提出） 

第９条 前条の規定による審査により入札参加資格を有すると認められた入

札者は、評価基準に基づく評価のため、落札者決定基準に定める評価点の算

定に必要な書類（以下「評価資料」という。）を、書留又は簡易書留で、郵

送により市長に提出しなければならない。 

２ 第７条第２項及び第３項の規定は、前項の規定による評価資料の提出につ

いて準用する。 

（評価点の決定等） 

第１０条 評価項目ごとの評価点は、評価資料に基づき発注主管課長が算出し、

技術審査会の審査を経て決定する。ただし、第４条第３項の規定により落札

者の決定に際し改めて学識経験者からの意見を聴くこととした場合は、当該

評価項目の評価点、評価理由等について学識経験者からの意見聴取を経た上

で決定することとする。 

２ 市長は、前項の規定により評価点を決定した結果、最低基準点を下回ると

された入札者があった場合は、遅滞なく評価点算定結果通知書（様式第２号）

により当該入札者に通知する。 

３ 前項の規定による通知を受けた入札者は、同項の通知を受けた日の翌日か

ら起算して５日以内に、市長に対し、最低基準点を下回るとされた理由につ

いて説明を求めることができる。 

（入札の執行） 

第１１条 入札は、我孫子市電子入札実施要領（平成２２年告示第８５号）の

規定による電子入札（以下「電子入札」という。）により行う。ただし、電

子入札により難い場合は、我孫子市郵便入札実施要領（平成２２年告示第

８６号）の規定による郵便入札（以下「郵便入札」という。）により行う。 

２ 発注主管課長は、提出された入札書を安全かつ適切な方法で管理しなけれ

ばならない。 

３ 入札書が到着したか否かの問合せには、一切応じない。 

４ 電子入札における入札書の開札は、契約主管課職員が契約主管課において

行う。 

５ 郵便入札における入札書の開札は、契約主管課職員及び発注主管課職員が、



 

指定する日時及び場所において公開で行う。 

（評価の方法） 

第１２条 第４条第１項に規定する評価の方法は、標準点（１００点）に評価

基準に基づき算出した加算点を加えた技術評価点を当該入札者の入札価格

で除した数値に予定価格の桁数から２を減じた値を指数とする１０の累乗

を乗じて得た数値（以下「総合評価値」という。）により行うこととする。

この場合において、小数点以下５位があるときは、これを切り捨て、小数点

以下４位まで算出するものとする。 

（落札者の決定） 

第１３条 落札者の決定は、次の各号のいずれにも該当する入札者のうち、総

合評価値の最も高いものを落札者とすることにより行う。 

（１） 入札価格が予定価格の制限の範囲内にあること。 

（２） 低入札価格調査において、契約の相手方として不適当とされないこ

と。 

（３） 失格基準価格を設定した場合にあっては、当該失格基準価格を下回

らないこと。 

２ 総合評価値の最も高い入札者が２以上あるときは、電子入札システムの電

子くじにて落札者を決定する。ただし、入札を郵便入札により実施した場合

は、当該入札者にくじを引かせて落札者を決定するものとする。 

３ 前項ただし書の場合において、当該入札者がくじ引に参加できないときは、

入札事務に関係のない市職員にくじを引かせて落札者を決定するものとす

る。 

（入札の無効） 

第１４条 次の各号（電子入札にあっては第６号及び第７号を除く。）のいず

れかに該当する入札は、無効とする。 

（１） 規則第１３０条各号に該当するもの 

（２） 申請書等を提出しない入札者によるもの又は申請書等に必要事項が

記載されていない入札者によるもの 

（３） 評価資料を提出しない入札者によるもの又は評価資料に必要事項が

記載されていない入札者によるもの 



 

（４） 入札の際に提出された工事内訳書の合計金額と入札書に記載した金

額が一致しないもの 

（５） 入札の際に提出された工事内訳書又は入札書の記載事項に誤記又は

記入漏れがあるもの 

（６） 入札書の入札金額の記載が訂正されているもの 

（７） 年間代理人が行う入札において市長が指定する日までに使用印鑑届

兼委任状の写しが提出されないもの 

（８） 評価点の合計が最低基準点を下回るとされたことにより第１０条第

２項の評価点算定結果通知書を受けた者が行ったもの 

（９） 所定の入札保証金を納付していない者（納付を免除された者を除

く。）が行ったもの 

（10） 落札者の決定の日までに市発注の工事成績について通知を受けた者 

で、当該工事の成績に６０点未満の通知があったものが行ったもの 

（申請書等及び評価資料の取扱い） 

第１５条 市長は、入札者が提出した申請書等及び評価資料を入札者の資格の

審査及び評価項目の審査の目的以外の目的に利用してはならない。ただし、

申請書等又は評価資料を提出した者が当該目的以外の利用について承諾し

たときは、この限りでない。 

２ 入札者から提出された申請書等及び評価資料は、公表しないものとする。 

（提案事項の担保） 

第１６条 市長は、対象工事の落札者が行った技術提案について、当該技術提

案が確実に履行できるようにするため、契約、施工管理、検査等の各段階に

おいて必要な措置を講ずるものとする。ただし、落札者の決定の際に採用さ

れなかった技術提案については、この限りでない。 

（入札結果の公表） 

第１７条 市長は、落札者を決定したときは、速やかに落札者、入札価格、評

価点、総合評価値及び評価理由について公表しなければならない。 

２ 前項の規定による公表は、我孫子市ホームページに掲載する方法による。 

（評価の説明） 

第１８条 入札者のうち落札者とならなかったものは、前条の規定による公表



 

を行った日の翌日から起算して５日以内に、市長に対し、落札者として選定

されなかった理由について説明を求めることができる。 

（補則） 

第１９条 この要領に定めるもののほか、（仮称）我孫子市湖北消防署庁舎等

新築本体工事に係る総合評価方式入札の実施に関し必要な事項は、市長が別

に定める。 

 



様式第１号（第７条関係） 
利用者番号  

 

総合評価方式入札参加資格審査申請書兼誓約書 
年  月  日   

   我孫子市長 あて 
 

住    所            
商号又は名称            
代表者氏名                ○印    

                          ※ 電子入札の場合は押印省略可。電子入札以外
で押印を省略する場合は６本件責任者氏名等
に記載すること。（５に記載した者及び連絡先
が同一の場合は、記載不要） 

  総合評価方式入札に参加したいので、次のとおり関係書類を提出します。 
  次の工事の入札に際し、結託等による入札の公正を害するような行為をしないことを誓約します。

また、提出する書類の内容は、事実と相違ないことを誓約します。 

 １ 公 告年月日          年  月  日 
  
２ 工 事 名 称       

  
３ 工事施工場所 

  

４ 提出書類（郵送） 

  ① 建設業の許可通知書の写し 

  ② 最新の経営事項審査結果通知書の写し 

  ③ 配置予定技術者の資格者証の写し及び直接的かつ恒常的な雇用を証明できる書類の写し 

   （複数の技術者を配置予定技術者とする場合は、全ての配置予定技術者について提出すること。） 

  ④ 入札参加資格に必要な工事実績を証明する書類（（契約書等の写し又は工事実績情報システム 

（ＣＯＲＩＮＳ）の工事カルテの写し）） 

  

５ 申請書記載者及び連絡者 所 属 先 

氏  名 

               電話番号 

６ 本件責任者氏名等    本件責任者氏名： 

               担当者氏名： 

               連絡先： 
 
注意事項 
電子入札以外で代表者の押印を省略した場合は、６本件責任者氏名等に記載がない者が行った入札は無効
となります（５に記載した者及び連絡先が同一の場合を除く。）。 

 
 



様式第２号（第１０条関係） 

 

評価点算定結果通知書 

第   号  

年  月  日  

 

         様 

 

我孫子市長          □印 

 

（仮称）我孫子市湖北消防署庁舎等新築本体工事に係る総合評価方式入札実施

要領第１０条の規定により、貴社の評価点を算定した結果、最低基準点を下回る

評価点となったため、通知します。 

 

１ 工事名称：   

２ 評価点    点 

３ 評価の内容 
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評価の理由 

 

４ 問合せ先 

  我孫子市消防本部 総務課 総務係 

  TEL 04-7181-7700 FAX 04-7184-0120 


